
 

令和2年第1回定例会報告 Vol.36 春号 

福井みな子の市政報告 

福井みな子子 
芦屋市議会議員  

〜人がつながり、誰もが輝く笑顔あふれる住宅都市・芦屋をめざす〜 
 

＜予算＞令和2年度の一般会計予算は、前年度に比べて5.4％増の469億1,000万円。予算編成については 

「創生総合戦略」や「行政改革実施計画」の内容を踏まえ、事業の優先順位の精査と見直し（スクラップ・アンド・ビ

ルド）の徹底を基本方針とすることが示されました。 

＜一般会計歳入＞市税は、給与所得の伸びや株式譲渡所得により2年連続で増加。229億1,140万円（前年度比2.2%増）に。

歳入全体の約49%を占め、他市に比べて高い割合。消費税の引き上げにより地方消費税交付金も増加。また、市債は前年度

より約32億円増加し、約67億8,820万円（89.5％増）に。 

   ＊市債：家計に置き換えるとローンの借入。 

＜一般会計歳出＞民生費は、前年度比10.1％増の165億2,367万円。幼児教育・保育の無償化に伴う私立保育所等への助成

費や、市立認定こども園の整備費等の増加によります。教育費は精道中学校の建て替え工事費等の増加で、前年度比22.8％

増。土木費はJR芦屋駅南地区再開発事業の推進等により72億4,762万円（前年度比9％増）となりました。 

 

令 和 2 年 度 予 算 に つ い て  

 
 

 

厳しい財政状況のなかにありながらも、児童虐待の対応を強化するため

に国が推進している「子ども家庭総合支援室」の開設や市立芦屋病院にお

ける「産後ケア」、「街路樹更新計画の策定」など、会派として要望してきた施策が充実する運びとなったことは

評価したいと思います。市税収入については、歳入の約49％を占めており、これまでも経済の影響が大きく税収

に反映されてきました。今回の新型コロナウイルス感染拡大により予測される経済の激変は、財政収支に現状以

上の苦しい状況をもたらすことが考えられるため、今後、公共施設の適正配置、必要事業の見極めなどによる経

費の抑制や、新たな財源の確保などの取り組みを一層進めていくことが求められています。 

 

 

る「産後ケア

  

南芦屋浜地区高潮浸水被害対策（雨水管の逆流防止） · · · · · ·  8,000 万円 

下水処理場等耐震化（南海トラフ巨大地震対策） · · · · · ·  3 億 3,466 万円 

 
 

  

  

くらし・まちづくり 

防 災 

合葬式墓地、管理棟の建設等（R3開設予定） · · · · ·4 億 6,082 万円 

芦屋川沿いの道路の無電柱化工事 · · · · · · · · · · · · · · ·1 億 2,675 万円 

街路樹の育成・更新に関する計画策定 · · · · · · · · · · · · · · · · ·  430 万円 

9 カ国語対応の自動翻訳アプリ導入による情報発信 · · · · · ·  55 万円 

市制 80 周年を記念した式典、映画製作 · · · · · · · · · · · · · · · ·  930 万円 
 

子ども家庭総合支援拠点（保健福祉センター）開設 · · · · · · · · · · · · · ·  1,543 万円 

産後ケア事業（市立芦屋病院）開始· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  451 万円 

精道中学校建て替え、給食開始の準備 · · · · · · · · · · · · · · · · ·  31 億 8,342 万円 

精道・西蔵市立認定こども園（R3.4開園予定）整備 · · · · · ·  14 億 1,500 万円 

私立認定こども園（朝日ヶ丘幼稚園敷地）建設費助成 · · · · ·  1 億 8,684 万円 

岩園幼稚園３歳児保育の準備（試験的実施に向けて） · · · · · · · · · · ·  100 万円 
 

令和2年第1回定例会は3月23日に閉会しましたが、修正可決した第20号議案および第23号議案に対して、その後、市長よ
り再議書の提出があり、26日に臨時議会が開催されました。審議の結果、一般会計予算案については可決し、都市再開発事
業特別会計予算案はあらためて否決となりました。※裏面をご参照下さい。 

  子育て・教育 
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これまでの経緯 
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私 の 考 え 

＜否決に至った流れ＞ 
 
3/16 予算特別委員会にて３会派（自民党・公明党・BE ASHIYA）の代表者が修正予算案を提出 

適切な見直しが行われるまで事業を停止、再開発特別会計予算の事業費約11億6,000万円減額、一般会計予算の関連予算の減額を求める 

（理由）事業費が今後さらに膨れ上がる可能性がある 市の財政状況の深刻化が予測される 
 

3/23 本会議にて修正予算案は賛成多数で 可決  
 
3/26 市長が再議を求めたため、臨時議会開催 → 修正予算案は 2議員が態度を一変させて 否決  

(再議の場合2/3の賛成が必要なため) 
 

改めて市長提出議案（原案）を審議 → 都市再開発事業特別会計予算案は 否決 （一般会計予算案は可決） 
 

3/31 都市再開発特別会計予算の暫定予算（4月〜6月の人件費他）を専決処分とする 
本予算は6月定例会に再提案されると思われる 

 

る

 
 

3

11

2

 

 
 

 
 

10

11

 

9

0

 

 
          

 

1946年
（S21） 

戦後復興事業として交通広場・駅前線の都
市計画決定。以降、駅北側の整備が優先さ
れ、南側は未整備状況が続く。 

1995年
（H7） 

阪神・淡路大震災により公的予算を要した
ため、事業の延期を発表。 

2011年
（H23） 

市と地元住民の協議を再開。 

2017年
（H29） 

総事業費約130億円で都市計画が決定。
（2023年3月完成予定） 

2020年 
(R2) 

施工期間を3年半延長する方針に。 
（2026年9月完成予定） 

延長の要因・地権者との交渉の長期化 
・週休２日制の工事の開始 

 
総事業費が約188億円に増大した計画変更案を
市議会に提示(当初より58億円↑) 

増加の要因・地価の上昇 
・建築資材の高騰 
・工期の延長 
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＜事務所＞ 

芦屋市打出町 

1-13 
(打出商店街南入口角)  

TEL＆FAX：34-0240 
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H23年 芦屋市議会議員初当選 
H27年 2期目当選 

第80代芦屋市議会副議長 
H31年 3期目当選 
 
現在監査委員 
建設公営企業常任委員会所属 
自民党芦屋市議会議員団所属 

プロフィール 

 
 

 
市は、家庭から出るごみの減量をめざし、新年度より「指

定ごみ袋」導入の検討の開始を示しました。今後、市民ア
ンケートを実施し、2021年度に策定する「一般廃棄物処理
基本計画」で実施時期や料金が定められます。 
この背景には、2019年8月に環境処理センターにて排出

ガス中の水銀濃度が基準値を超えたことがあります。対
策法として水銀を吸着するために焼却炉内に取り付けた
装置は、炉内の温度を下げなければ作動せず、その結果
焼却炉の稼働率が低下するため、ごみ減量が必要となり
ました。ごみが増える夏場には、焼却炉2炉の同時運転の
可能性もあり、これまでに比べて電気代や薬品の焼却費
用が増加することが推測されます。その費用削減の為に
も、ごみの減量化は必須であると言えるでしょう。 
 
 
 
阪神間では神戸市、尼崎市、三田市が指定ごみ袋制を導

入しています。指定ごみ袋の導入が進めば、コスト意識が高 
まり、分別の徹底が強化され、収集作業の安 
全も確保されることが期待されます。ごみの 
減量化は喫緊の課題でもあり、導入を進め 
ていくべきと考えます。 

「指定ごみ袋」導入の検討が始まります 
 

〜ごみの減量化に期待  2022年度の導入をめざす〜 
 

  
 
 

 
 

 
*1 再議 ： 通常、議決されたことは、同一会期

中に再度議決できないが、例外として、市長が

再審議を求め、議会の意志を再確認する制度。 
 
*2 専決処分 ： 議会が議決すべき事項につい

て、市長が意思決定を行うこと。時間がない場

合や、議会の議決により委任された場合など。 

〜臨時議会において市提出の都市再開発特別会計予算案は否決〜 

*1 

*2 

 

再開発に関する今までの経緯 
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